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問
キ
ャ
ン
プ
場
の
設
置
目
的
と

利
用
者
数
は
。

町
長

こ
の
公
園
は
、
農
林
水

産
業
が
地
域
林
業
の
振
興
等
を

目
的
に
、
第
二
次
林
業
構
造
改

革
事
業
を
活
用
し
、
昭
和
55
年

に
着
工
、
60
年
に
完
成
。

改
修
や
撤
去
等
を
行
い
つ
つ
、

地
域
の
公
園
と
し
て
利
用
。

　
近
年
、
暗
渠
排
水
の
整
備
、

バ
ン
ガ
ロ
ー
改
修
、
ト
イ
レ
水

洗
化
な
ど
を
行
い
、
町
民
、
地

域
内
外
の
皆
様
に
休
養
、
休
息

の
場
と
し
て
、
賑
わ
い
創
出
等

に
よ
る
地
域
活
性
化
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
の
施
設
と
認
識
。

問
利
用
料
、
管
理
費
の
内
訳
は
。

町
長

経
費
節
減
か
ら
管
理
人

を
常
駐
さ
せ
て
い
な
い
た
め
、

キ
ャ
ン
プ
場
全
体
の
人
数
は
把

握
し
て
い
な
い
が
、
バ
ン
ガ
ロ

ー
の
利
用
者
は
、
令
和
５
年
度

１
１
５
組
。
令
和
６
年
８
月
末

ま
で
98
組
。

　
近
年
の
集
客
数
は
増
加
傾
向

に
あ
る
。
管
理
費
は
、
令
和
４

年
度
、
利
用
料
金
収
入
42
万
７

千
円
、
支
出
２
百
38
万
４
千
円

で
、
ト
イ
レ
・
バ
ン
ガ
ロ
ー
清

掃
委
託
料
98
万
７
千
円
。
令
和

５
年
度
、
収
入
53
万
２
千
円
。

支
出
２
百
82
万
３
千
円
。
草
刈

作
業
・
遊
具
点
検
等
１
百
24
万

１
千
円
。
ト
イ
レ
・
バ
ン
ガ
ロ

ー
清
掃
委
託
料
１
百
３
万
３
千

円
。
収
入
の
割
合
は
、
両
年
度

と
も
17
～
18
％
程
度
。

問
苦
情
・
マ
ナ
ー
違
反
等
管
理

者
と
し
て
把
握
し
て
い
る
の
か
。

町
長

キ
ャ
ン
プ
ブ
ー
ム
等
の

影
響
に
よ
る
利
用
者
の
増
加
に

伴
い
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
違
反

が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
周
辺
区

域
内
で
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る

情
報
が
あ
り
、
利
用
者
へ
ゴ
ミ

の
持
ち
帰
り
、
投
棄
を
禁
じ
る

看
板
を
設
置
し
、
対
策
を
講
じ
、

担
当
職
員
の
声
掛
を
行
な
い
、

今
後
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
効

果
的
で
あ
る
か
検
討
し
た
い
。

問
斎
場
の
玄
関
前
に
つ
い
て
、

令
和
５
年
３
月
予
算
委
員
会
で

深 澤　博 幸
・
ふ
る
さ
と
の
森
（
キ
ャ
ン
プ
場
）

の
利
用
と
マ
ナ
ー
・
管
理
に
つ
い

て
・
斎
場
の
玄
関
前
の
ス
ロ
ー
プ
に
つ

い
て

問
今
年
は
酪
農
資
材
の
高
騰
に

加
え
て
、
天
候
不
順
に
よ
る
牧

草
収
穫
の
遅
れ
な
ど
大
変
な
苦

労
を
し
て
い
る
が
、
町
と
し
て

農
家
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長

今
年
の
長
雨
被
害
に
よ

る
酪
農
経
営
の
影
響
や
昨
今
の

物
価
高
騰
な
ど
厳
し
い
酪
農
情

勢
を
踏
ま
え
、
農
協
と
町
で
協

力
し
、
農
家
か
ら
情
報
収
集
し

対
策
を
協
議
し
、
効
果
的
な
経

営
支
援
策
を
講
ず
る
べ
き
と
考

え
て
い
る
。

問
米
を
含
む
給
食
材
料
費
が
高

騰
し
て
い
る
中
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
運
営
に
支
障
が
出
て

い
な
い
か
。

教
育
長

昨
今
の
物
価
高
騰
で
、

セ
ン
タ
ー
の
運
営
上
少
な
か
ら

ず
影
響
は
あ
る
が
、
栄
養
教
諭

や
給
食
セ
ン
タ
ー
職
員
が
、
食

材
の
選
定
や
調
理
の
工
夫
を
し

な
が
ら
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
も
考

慮
し
、
児
童
生
徒
に
安
定
的
な

給
食
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

問
こ
の
物
価
高
騰
が
続
く
の
で

あ
れ
ば
、
次
年
度
の
北
海
道
学

校
給
食
会
な
ど
と
の
契
約
や
食

材
購
入
に
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

が
。

教
育
長

来
年
度
の
給
食
費
は
、

未
だ
解
ら
な
い
状
態
だ
が
、
保

護
者
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
が

な
い
よ
う
対
応
し
て
い
く
。

問
最
近
、
道
内
の
市
町
村
で
も

給
食
費
の
無
償
化
が
進
ん
で
い

る
が
、
幌
延
町
で
も
学
校
給
食

費
の
無
償
化
を
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

教
育
長

道
内
で
給
食
費
を
無

償
化
し
て
い
る
自
治
体
は
、
昨

年
度
ま
で
で
全
体
の
30
・
1
％
。

給
食
費
を
無
償
化
す
る
こ
と
に

よ
る
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が

考
え
ら
れ
る
が
、
教
育
委
員
会

と
し
て
は
、
食
の
大
切
さ
や
食

へ
の
感
謝
を
子
供
達
や
保
護
者

に
も
認
識
し
て
も
ら
い
、
牛
乳

代
以
外
の
無
償
化
に
は
、
今
の

と
こ
ろ
取
り
組
ま
な
い
。

問
少
子
化
対
策
の
観
点
か
ら
も
、

近
隣
町
村
の
動
向
に
合
わ
せ
て

植 村　　敦
・
長
雨
被
害
に
よ
る
農
家
支
援
に
つ

い
て

・
教
育
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長

今
、
本
当
に
転
換
期

に
入
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の

で
、
国
や
道
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問
現
在
、
行
わ
れ
て
い
る
地
域

お
こ
し
協
力
隊
制
度
に
よ
る
学

習
支
援
は
、
大
変
意
義
の
あ
る

活
動
だ
と
思
う
。
協
力
隊
員
の

任
期
が
満
了
後
、
ど
の
よ
う
に

継
続
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長

来
年
度
、
委
嘱
の
任

期
が
終
了
す
る
の
で
、
協
力
隊

員
に
は
、
任
期
終
了
後
も
、
引

き
続
き
、
本
町
で
子
供
た
ち
の

学
習
支
援
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
話
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
こ
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

よ
る
学
習
支
援
は
、
学
校
の
部

活
動
の
支
援
な
ど
も
可
能
か
。

教
育
長

教
職
員
の
働
き
方
改

革
が
進
ん
で
い
る
中
、
休
日
の

部
活
動
の
地
域
移
行
が
推
奨
さ

れ
て
い
る
。
地
域
お
こ
し
協
力

隊
に
よ
る
部
活
動
支
援
を
実
施

し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
の
で

調
査
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
教
育
委
員
会
と
し
て
、
今
後
、

町
全
体
の
隊
員
の
配
置
バ
ラ
ン

ス
や
財
政
面
を
考
慮
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。

7　… 7　… 12月号   20242024｜ほろのべの窓｜｜ほろのべの窓｜


